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ひとみ衛星 (ASTRO-H)のリカバリミッションとして 2021年度の打ち上げ予定のＸ線分光撮像衛星 (XRISM)
搭載の軟 X線撮像装置 (Xtend)は X線ミラー (XMA)と検出器部 (SXI)の組合せで視野 38分角、0.4–13keVエ
ネルギーバンドをカバーする。本発表ではXtendの開発状況を SXIを中心に報告する。
SXIはASTRO-H搭載品をベースとするが、ASTRO-Hでの問題点等を踏まえて仕様・設計に以下の変更があ

る。(1)CCD。エネルギー分解能向上、遮光対策、歩留まり改善 (パッケージ変更)を実施。(2)CCD駆動回路。
ASTRO-Hで発生した起動時のアナログスイッチの異常対策。(3)ベントパイプ。太陽光侵入を防ぐためASTRO-H
では排気用パイプの内部を黒色化したが、メッキ剥がれが問題となったため XRISMではパイプの曲げ回数を増
やすことで対応。(4)衛星システムレベルでの変更。可視光侵入対策要求 (遮光)を追加し、太陽X線の散乱光対
策として設計を変更。
2018年 11月時点ではCCDは FMの製作を行っており、SXI本体は長納期部品の調達を開始して、詳細設計段

階にある。年会発表では上記を踏まえた設計・製作・試験状況を報告する。


